
＜共同記者会見＞

「みやぎBA.5対策強化宣言」について
令和４年８月５日
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本県における感染状況・医療への負荷状況

▽ BA.5系統を中心とする感染者の急拡大に伴い、医療への負荷が増大（重症者用病床も急激にひっ迫）

新規公表陽性者数 ■ 各日

－ 直近7日間平均

8/4時点

2,942人
（7日平均 2,925人）

療養者数と確保病床使用率

8/4時点・確保病床使用率

50.9%（重症者用18.2%）

【折れ線グラフ】
－ 病床使用率（県全体）
－ 病床使用率（重症者）

【棒グラフ】
■ 入院 ■ 宿泊療養
■ 自宅療養 ■ 調整中

（人） （人）



本県における「第7波」への対応等について

▽ 医療のひっ迫を踏まえ、できる限り社会経済活動を維持していく趣旨から「BA.5対策強化宣言」を行う
→ 宣言に伴う県民への要請等は、県の重点取組等を踏まえて実施（8月5日～8月31日）

①オミクロン株対策として取組中の「４本柱」 ②夏休み・お盆の過ごし方に係るお願い

BA.5対策強化宣言（8/5～8/31）

夏休み・お盆の過ごし方

オミクロン株対策の「４本柱」

① ワクチン接種の加速化

③ 高齢者・障害者施設での
感染抑止・事業継続

② 教育・保育現場での感染防止対策の徹底

④ テレワーク・時差出勤等の更なる推進

①熱中症に十分注意した上での感染防止対策徹底
②体調悪化（発熱等）時の外出自粛
（同居家族等を含む）
③県外移動や地域行事に伴う注意喚起
（体調不良者の外出自粛・移動先の要請遵守 等）

県の重点取組等
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みやぎBA.5対策強化宣言

事
業
者
向
け

基本的感染対策の再徹底

ワクチン３・４回目接種の推奨

感染リスクが高い行動等を控える
（特に重症化リスクのある方）

会食・食事の際の注意喚起

救急外来・救急車の適切な利用

県
民
向
け

業務継続計画に基づく事業継続
（特に社会経済活動の維持に必要な事業者）

在宅勤務（テレワーク）等の推進

施設・イベント等での感染対策徹底

抗原定性検査キット等による自己検査
（症状が軽く重症化リスクのない方）
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県民の皆様にお願いしたいこと①

【基本的な感染対策の再徹底】
✓ 効果的な換気、不織布マスクの着用、手洗い等の手指衛生を再度徹底！

（※マスクは熱中症に十分注意して、場面に応じた正しい着用を！）

【帰省・旅行など県外への移動】
✓ 基本的な感染対策に加え、移動先の都道府県の要請にも積極的に協力！

（事前の検査、感染リスクの高い行動を控える など）

【ワクチン接種】
✓ 早期に3回目までの接種（特に若い世代）をお願いします

（高齢者・基礎疾患を有するなど、重症化リスクが高い方は４回目接種もお願いします）

【会食・食事】
✓ 「うつさない」・「うつらない」行動を徹底！

（長時間・大声を避ける、会話の際のマスク着用を徹底！）

✓ 適切な感染対策をしている飲食店を利用！お店の求める感染対策に積極的に協力！
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県民の皆様にお願いしたいこと②

【県が行う無料検査の活用】
✓ 帰省や旅行、大規模なイベントへの参加時・・・ワクチン検査パッケージ

（県内158か所で実施中 R4.8.31まで延長）

✓ 感染不安を感じる無症状の方に・・・一般検査事業

（県内164か所で実施中 R4.8.31まで延長）

【医療機関等の負担軽減】
✓ 救急搬送困難事例が急増しています。救急車を呼ぶかどうか対処に迷う場合は、

かかりつけ医に御相談いただくか、夜間・休日の場合には「＃7119（おとな救急電話相談）」、
「＃ 8000（こども夜間安心コール）」に御相談をお願いします。

✓ 重症化リスクのない方は、発熱外来の受診ではなく、
検査キット配送・陽性者登録センターの利用をお願いします。

✓ 濃厚接触者の待機期間解除の「念のため」の検査は行わないでください。
✓ 療養証明書は My HER-SYS(マイハーシス)で取得可能です。療養開始時や療養終了（職場復帰）

時に診断書や証明書を求めないでください。
✓ コールセンターや保健所への問い合わせの前に、まず県（仙台市）のホームページを確認してください。

医療機関では、感染者増大による患者急増や、医療スタッフが濃厚接触者となることによるマンパワー不足などにより、一般診療に多大な影
響が出ています。また、元々医療スタッフが少ない診療所では、１人でも感染すれば他のスタッフへの影響が大きくなります。
県民の皆様には、重症者や高齢者を守るため、医療機関等の負担軽減について御協力をよろしくお願いします。

仙台駅前、仙台国際空港内でも
無料検査が受けられます

出発前・帰着時の検査をお願いします



みやぎ電子申請サービスによりWebで申込を受付
・１回の申込で１個まで（複数回の申請可）
・１日上限１,０００個（当面の間）※合計約20万キット（予定）

・申込から1～2日で配布

検査キットの配付方法

6

検査キット配送・陽性者登録センター（宮城県・仙台市共同運用）

感染者が急増する中、発熱外来における検査の負担増

新

次の要件をすべて満たす方
① 県内に住所のある方
② 2歳以上65歳未満の方
③ 重症化リスクがない方

対象者

検査キット配送・陽性者登録センター

無料検査

陽性者登録

・重症化リスク等の審査
・医師による確認
・発生届提出
（HER-SYS入力）

［仙台市以外］
保健所・フォローアップ

センターによる支援

検査キットによる
自己検査

抗原定性
検査キット配送

［仙台市］
仙台市保健所等

による支援

陽性の場合は報告（電子申請）

８月５日（金）１５時から受付開始申込
（電子申請）

配送

陽性の場合は報告（電子申請）

無症状者

軽度の有症状者

仙台市医師会の協力

発熱外来の負担軽減に向けた取組

原
則
宿
泊
療
養
（
入
院
・
自
宅
療
養
）
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検査キット配送・陽性者登録センター（宮城県・仙台市共同運用）新

検査希望者

検査キット配送・
陽性者登録センター
（仙台市医師会の協力により

医師を配置）

保健所

③自ら検査を行い
陽性確認

①電子申請で
検査キット申込

④電子申請で
報告

⑤発生届提出

⑥陽性患者に
SMSを送信

②検査キット発送
（申込から1～2日後）

【原則】宿泊療養

入院

自宅療養

フロー図

検査結果の画像
や本人確認資料

を添付


